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ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
報
告
会

令
和
４
年
揖
斐
川
町

成
人
式
に
つ
い
て

大
和
公
民
館 

管
理
人
募
集

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
の
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

◇
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

令
和
３
年
度
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会

　

ス
ラ
ロ
ー
ム
の
部

　

準
優
勝

　

國く
に

枝え
だ　

直な
お

紘ひ
ろ

さ
ん（
谷
汲
中
学
校
２
年
）

　

揖
斐
川
町
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
な
ど
に
よ
り
、変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
令
和
４
年
１
月
９
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分（
13
時
〜
受
付
）

■
場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

■
対
象　
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
案
内　
町
内
に
10
月
１
日
現
在
で
住
民

登
録
の
あ
る
方
、
平
成
28
年
度
に

町
立
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
に
、

11
月
中
に
成
人
式
の
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　
　

℡
２
２-

２
１
１
１（
内
線
４
６
４
）

　

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
　
　
種　
大
和
公
民
館　

管
理
人

■
職
　
　
務　
施
設
管
理
及
び
受
付
業
務

■
勤
務
場
所　
大
和
公
民
館

■
勤
務
時
間

　

９
時
～
22
時（
内
、
２
～
５
時
間
）

　

週
１
～
３
日（
火
～
日
曜
日
）

　

※
行
事
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
賃
　
　
金　
時
給
９
４
２
円

■
任
用
期
間　
令
和
４
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
３
月
31
日

■
応
募
方
法

　

履
歴
書（
写
真
添
付
）に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
11
月
30
日（
火
）必
着

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　
　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

　
　
　

℡
２
２-

１
１
２
０（
月
曜
日
休
館
）

◆
特
別
企
画
展
　
揖
斐
の
史
話
伝
説「
小
島

の
す
さ
み
・
蘇
生
の
泉
」～
中
世
の
揖
斐
を

探
る
～
　
好
評
開
催
中

　
「
小
島
の
す
さ
み
・
蘇
生
の
泉
」
刊
行
を

踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
揖
斐
川
町
の
歴
史
と

文
化
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
理
解
と
関
心
を

高
め
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
特
別

企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
会
場　
　

第
１
展
示
室
・
第
２
展
示
室

■
期
間　
　

11
月
28
日（
日
）ま
で

スマートフォン写真撮影講座 参加者募集
■ 日　　時　12月2日（木）午前10時～12時
■ 場　　所　地域交流センターはなもも　2階　会議室
■ 講　　師　浅野 暁子 さん（グレートインフォメーションネットワーク（株））
■ 参 加 費　500円
■ 持 ち 物　スマートフォン（あれば説明書）・充電器・撮影したい小物
■ 募集定員　10名　※定員になり次第締切ります
■ 申込期間　11月2日（火）午前9時～
■ 申込方法　地域交流センター窓口または電話で申込ください
■ 申し込み先　地域交流センターはなもも　℡22-1120（月曜休館）
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止する場合があります。
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◆
令
和
３
年
度 
揖
斐
郡
児
童
生
徒

　
科
学
作
品
展

◆
令
和
３
年
度 

揖
斐
郡
社
会
科
課
題

　
追
究
作
品
展

　

夏
休
み
に
、
児
童
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
作
品
の
審
査
を

行
い
、
次
の
15
人
の
作
品
が「
金
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た「
公
開
型
」で
の
展
示

を
行
わ
ず
、
優
秀
作
品
を
揖
斐
郡
教
育
研
修

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
、
紹
介 

し
ま
し
た
。
実
際
の
作
品
に
触
れ
て
学
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、家
庭
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
、
よ
り
身
近
に
よ
い

作
品
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

《
科
学
作
品
展
・
研
究
の
部
》　
金
賞

◦
た　

が　

い
く
と （
大
野
小
１
）

◦
小お

ぐ
ら　

風ふ
う　

花か （
春
日
小
２
）

◦
見み

屋や

井い　

陸り
く　
　

 （
北　

小
３
）

◦
杉す

ぎ　

原は
ら　

秀
し
ゅ
う

汰た

朗ろ
う （
大
野
小
４
）

◦
五い

十そ

川か
わ　

陽ひ　

菜な （
大
和
小
５
）

◦
高た

か　

野の　

琉り
ゅ
う　

聖せ
い （
大
和
小
６
）

◦
高た

か　

野の　

更さ　

紗ら （
北
和
中
２
）

◦
須す　

原は
ら　

塡み
づ　

心は （
揖
斐
川
中
３
）

《
社
会
科
課
題
追
究
作
品
展
》　
金
賞

◦
成な
る　

瀬せ　

由ゆ

里り

子こ （
大
和
小
２
）

◦
青あ
お　

木き　

さ　

わ （
南　

小
２
）

◦
竹た
け　

中な
か　

綸い
と　

葉は （
池
田
小
２
）

◦
樋ひ　

口ぐ
ち　

杏あ
ん　

南な （
温
知
小
５
）

◦
三み
つ　

井い　

颯そ
う　

人と （
温
知
小
６
）

◦
竹た
け　

中な
か　

葵あ
お　

結い （
池
田
小
６
）

◦
牧ま
き　

村む
ら　

逢あ
い　

奈な （
揖
東
中
２
）

◆
揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
年
度
は
、
揖
斐
郡
内
で
、
２
３
０
０
点

以
上
の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
町
内
審
査
で
選
ば
れ
た
作
品
を
持
ち

寄
っ
て
、
揖
斐
郡
審
査
会
が
行
わ
れ
、
次
の

12
人
の
作
品
が
「
特
選
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

※
自
：
自
由
図
書
の
部
・
課
：
課
題
図
書
の
部

◦
自
：
松ま

つ　

浦う
ら　

彩あ
や　

華か （
大
和
小
１
）

◦
自
：
成な

る　

瀬せ　

由ゆ

里り

子こ （
大
和
小
２
）

◦
自
：
若わ

か　

原は
ら　

凜り　

空く （
清
水
小
２
）

◦
課
：
永な

が　

井い　

碧あ
お　

芭ば （
大
野
小
３
）

◦
自
：
小こ　

林ば
や
し　

由ゆ　

芽め （
池
田
小
３
）

◦
課
：
内う

ち　

田だ　

心こ　

音の
ん （
宮
地
小
４
）

◦
自
：
若わ

か　

原は
ら　

蒼そ　

空ら （
清
水
小
５
）

◦
自
：
植う

え　

山や
ま　

あ
お
い （
谷
汲
小
５
）

◦
課
：
竹た

け　

中な
か　

莉り　

織お （
温
知
小
６
）

◦
自
：
所と

こ
ろ　
　
　

真ま　

生お （
池
田
中
１
）

◦
課
：
河か

わ　

村む
ら　

由ゆ　

佳か （
谷
汲
中
２
）

◦
課
：
森も

り　
　
　

菜な

な々

子こ （
池
田
中
２
）

◆
第
63
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会（
今
年
度
の
大

会
は「
中
止
」と
な
り
ま
し
た
）

　

令
和
３
年
度
の
「
揖
斐
郡
駅
伝
大
会
」
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ

な
い
中
で
、「
岐
阜
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
わ
る
行
動
指
針
」に
則
っ
た
、

安
全
・
安
心
な
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
や
む
を
得
ず

「
中
止
」
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
の
「
安
全
安
心
な
大
会
」
の

実
施
に
向
け
て
計
画
を
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
第
12
回
ぎ
ふ
清
流
駅
伝
大
会（
今
年
度
の

大
会
は「
中
止
」と
な
り
ま
し
た
）

　

７
月
31
日
、
揖
東
中
学
校
を
会
場
に

「
ぎ
ふ
清
流
駅
伝
大
会
選
手
選
考
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
郡
内
各
小
中
学
校
か
ら
、

小
学
生
14
名
、
中
学
生
５
名
が
集
ま
り
、

大
会
へ
の
参
加
を
目
指
し
て
熱
い
走
り
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
「
ぎ
ふ
清
流
駅
伝
大
会
」
で
は
、
揖
斐
郡

チ
ー
ム
が
過
去
二
年
間
「
郡
の
部
」
で
優
勝

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
「
三
連
覇
」
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

「
次
年
度
へ
延
期
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
、
開
催
の
折
に
は
、
ま
た
多
く
の

人
が
選
考
会
か
ら
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

◆
教
職
員
夏
期
研
修

　

今
年
度
は
、
事
前
に
「
学
校
で
の
今
日
的

課
題
」「
今
後
の
指
導
に
役
立
て
た
い
こ
と
」

を
お
聞
き
し
、研
修
Ⅰ
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

児
童
生
徒
の
心
」
～
臨
床
心
理
士
か
ら
学
ぶ
～
、

研
修
Ⅱ
「
夏
休
み
明
け
か
ら
活
か
せ
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
の
内
容
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

学
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

研
修
Ⅰ
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童
生
徒

の
心
」
で
は
、
各
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

実
態
を
主
幹
教
諭
の
先
生
か
ら
お
聞
き
し

た
り
、
臨
床
心
理
士
の
井
上
先
生
に
専
門
的

な
立
場
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
り
す
る
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
へ
の
日
常

の
指
導
や
児
童
の
心
へ
の
寄
り
添
い
方
及
び

接
し
方
、
ゲ
ー
ム
依
存
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の

対
応
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
Ⅱ
で
は
、聖
徳
学
園
大
学
・
芳
賀
教
授

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
の
事
前
研
修
な
ど
を 

基
に
、各
教
職
員
が
今
ま
で
の
自
分
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
関
す
る
実
践
を
振
り
返
っ
た
上
で
、自
分

の
今
後
の
実
践
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
う
生
か
す
か
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
実
践
で
大
切
に
す
る

こ
と
や
新
し
い
授
業
や
指
導
の
工
夫
な
ど

実
際
に
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
が

大
切
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

揖
斐
郡
教
育

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り科学作品審査

社会科課題追究作品審査会

読書感想文審査会




